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❶
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
日
本

経
済
、
地
域
経
済
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
多
大
な
悪
影
響
を

及
ぼ
す
と
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
市
長
、
農
業

委
員
会
会
長
は
政
府
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
反
対
の
意
見
表
明
を
行
え
。

　

市
長　

全
国
市
長
会
を
通

じ
、
詳
細
な
情
報
を
開
示

し
、
十
分
な
議
論
を
尽
く

し
、
国
民
的
な
合
意
を
得
た

上
で
、
慎
重
に
対
応
す
る
よ

う
国
に
要
請
し
て
い
る
。

　

農
業
委
員
会
会
長　

Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、水
稲
に

つ
い
て
は
輸
入
量
が
大
幅
に

増
加
し
、水
稲
を
主
た
る
農
業

と
す
る
本
市
に
お
い
て
も
、大

き
な
影
響
を
受
け
る
。食
料
分

野
に
つ
い
て
は
、農
薬
の
残
留

基
準
な
ど
の
安
易
な
緩
和
に

よ
り
、安
全
性
へ
の
懸
念
が
推

測
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、お
茶

に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
加

盟
国
で
は
な
い
中
国
か
ら
の

輸
入
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

影
響
は
少
な
い
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
全
国
農
業
会
議
所
、

府
農
業
会
議
所
と
連
携
し
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
な
い

旨
の
署
名
運
動
の
実
施
や
、農

業
生
産
等
へ
の
影
響
に
つ
い

て
情
報
開
示
を
要
請
し
て
き

た
。

　

❷
学
校
、
保
育
所
給
食
食

材
の
地
元
産
食
材
を
拡
大
す

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
㋐

玉
ね
ぎ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ

ス
、
白
菜
、
大
根
な
ど
の
利

用
拡
大
が
で
き
な
い
か
。
㋑

市
内
の
お
茶
を
学
校
へ
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

教
育
部
長　

学
校
給
食
へ

の
利
用
は
、
㋐
旬
と
な
る
食

材
は
あ
る
程
度
ま
で
揃
え
る

こ
と
が
出
来
る
も
の
の
、
そ

れ
以
外
の
食
材
は
地
元
産
以

外
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
も
野
菜
類
等
の
種
類
や

生
産
量
の
拡
大
に
つ
い
て
協

議
し
、
旬
の
食
材
を
可
能
な

限
り
使
用
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。
㋑
お
茶
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
提
供
し
て
い
な

い
が
、
地
元
産
の
お
茶
を
使

用
し
た
レ
シ
ピ
を
給
食
委
員

会
で
検
討
し
て
い
る
。

　

❸
給
食
の
牛
乳
一
律
提
供

を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

毎
食
一
律
に

提
供
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
献
立
に
応
じ
た
弾
力
的

な
提
供
も
視
野
に
入
れ
て
、

給
食
委
員
会
で
議
論
し
て
い

き
た
い
。

塩 

貝 

建 

夫  

議
員
（ 

共
産
党 

）
　　　　　本市の主な農業である稲作
　　　　　　　　　　　　　（稲刈りの様子）

　

❶
実
効
性
あ
る
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
を
。
地
球

温
暖
化
に
よ
る
影
響
は
、
く

ら
し
や
社
会
、
経
済
の
す
べ

て
に
影
響
が
出
て
い
る
。
計

画
の
期
間
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
目
標
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

計
画
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
か
ら

29
年
の
５
年
間
と
す
る
。
削

減
目
標
は
、
実
行
計
画
推
進

委
員
会
で
検
討
す
る
。

　

❷
政
府
は
今
ま
で
原
発
を

「
安
全
・
低
コ
ス
ト
・
Ｃ
Ｏ
２

削
減
」
で
進
め
て
き
た
が
、

「
原
発
は
温
暖
化
対
策
に
な

ら
な
い
」
こ
と
を
計
画
の
中

で
も
位
置
づ
け
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
利
用
促
進

を
図
る
べ
き
。

　

経
済
環
境
部
長　

原
発
依

存
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
国

の
結
果
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

　

❸
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
の
た
め
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に

つ
い
て
、
公
的
施
設
と
家
庭

へ
の
導
入
目
標
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

推
進
委

員
会
で
議
論
す
る
。

　

❹
公
的
施
設
の
太
陽
光
発

電
設
置
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
数
値

を
出
す
べ
き
。

　

経
済
環
境
部
長　

Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
数
値
は
出
す
。

　

❺
市
内
の
事
業
者
に
つ
い

て
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
を
出

さ
す
べ
き
。
市
民
に
つ
い
て

も
、
環
境
家
計
簿
の
普
及
や

公
共
交
通
の
利
用
促
進
な
ど

省
エ
ネ
に
つ
い
て
の
対
策
が

必
要
。
雨
水
タ
ン
ク
の
設
置

へ
の
助
成
と
教
育
施
設
に
環

境
教
育
と
し
て
設
置
す
べ
き
。

　

経
済
環
境
部
長　

推
進
委

員
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

❻
視
覚
障
が
い
者
の
外
出

を
保
障
す
る
た
め
、
山
手
幹

線
京
銀
前
大
住
ケ
丘
交
差
点

に
音
響
式
の
信
号
設
置
を
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長　

　

利
用
実
態
を
把
握
し
、
自

治
会
や
近
隣
住
民
と
調
整
を

図
り
、警
察
に
相
談
し
た
い
。

　

❼
松
井
山
手
駅
前
に
障
が

い
者
一
時
駐
車
場
の
設
置
を
。

　

建
設
部
長　

改
修
に
向
け
、

地
元
自
治
会
及
び
交
通
管
理

者
、公
安
委
員
会
と
協
議
中
。

　

❽
平
和
施
策
と
し
て
、
小

中
学
生
の
広
島
派
遣
事
業
を

来
年
度
も
実
施
す
べ
き
。

　

総
務
部
長　

協
議
会
で
協

議
し
、
決
め
ら
れ
る
。

TPP参加反対の表明を

慎重に対応するよう要請

問

答

水 

野 

恭 

子  

議
員
（ 

共
産
党 

）

　　太陽光発電パネルが設置され
　　　　　　　　　省エネに取り組む住宅

　

❶
市
有
地
と
民
地
の
境
界

問
題
に
つ
い
て
、
民
地
で
あ

る
の
に
道
路
区
域
箇
所
を
含

ん
で
、
市
は
計
画
道
路
を
前

提
に
約
50
㎡
バ
ッ
ク
す
る
よ

う
指
導
し
た
が
、
固
定
資

産
・
都
市
計
画
税
を
20
数
年

間
課
税
し
所
有
者
が
税
金
を

支
払
っ
て
い
る
。
市
の
怠
慢

で
あ
り
、
個
人
財
産
を
行
政

の
都
合
で
扱
っ
て
い
る
。
他

に
も
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い

る
箇
所
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　

直
ち
に
事
務

手
続
き
を
進
め
、
処
理
し
て

お
く
べ
き
だ
っ
た
。
税
法
上

さ
か
の
ぼ
っ
て
返
還
で
き
な

い
と
思
う
。

　

❷
椋
鳥
問
題
に
つ
い
て
。

近
鉄
新
田
辺
駅
前
の
椋
鳥
は

未
だ
効
果
な
く
被
害
が
あ
る

の
で
追
及
解
明
す
べ
き
。

椋
鳥
の
鳴
き
声
を
「
期
間
限

定
な
の
で
我
慢
し
て
頂
き
た

い
」
と
市
民
に
い
う
の
は
い

か
が
か
。
提
案
し
た
Ｂ
Ｓ̶

Ｔ
の
検
討
結
果
は
。
関
電
は

義
務
も
な
く
行
政
の
管
理
な

の
で
責
任
を
も
っ
た
回
答
を
。

　

経
済
環
境
部
長　

街
路
樹

剪
定
や
路
面
清
掃
を
行
っ
て

い
る
。
被
害
を
軽
減
で
き
る

よ
う
情
報
収
集
に
努
め
、
対

策
の
研
究
を
続
け
る
。

　

❸
大
津
の
中
学
校
い
じ
め

問
題
か
ら
市
と
し
て
考
え
る

こ
と
は
、
教
育
委
員
会
・
学

校
・
生
徒
と
保
護
者
の
連
携

が
図
れ
て
い
な
い
と
痛
感
し

た
が
、
ど
の
様
に
考
え
、
対

策
を
し
て
い
く
の
か
。
教
育

委
員
会
は
、
学
校
の
状
態
を

把
握
し
、
子
ど
も
達
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
受
け
止
め
る
体
制
づ
く

り
を
す
る
べ
き
。

　

教
育
委
員
長　

事
実
関
係

を
正
確
、
迅
速
に
把
握
し
、

関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
速

や
か
に
対
応
す
る
。

　

❹
本
市
の
振
興
活
性
化
に

つ
い
て
、
中
央
公
民
館
建
替

え
の
際
、
様
々
な
用
途
に
適

す
る
設
計
を
考
え
る
べ
き
。

文
化
ホ
ー
ル
や
宿
泊
施
設
も

併
用
す
べ
き
。
文
化
の
発
展

が
な
け
れ
ば
、
市
の
発
展
も

望
め
な
い
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

大
会
で
全
国
か
ら
来
ら
れ
る

方
、
一
休
寺
観
光
の
方
に
も

宿
泊
施
設
さ
え
提
供
で
き
な

い
。
本
来
こ
れ
ら
の
建
物
が

あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
部
長　

ホ
ー
ル
機
能

を
含
め
た
再
整
備
に
つ
い
て

建
替
え
の
検
討
を
進
め
る
。    

上 

田 

　
毅
　
議
員
（ 

無
会
派 

）

　　いじめ問題を考えるパンフレット

　

❶
新
名
神
高
速
道
大
津
城

陽
間
、
八
幡
高
槻
間
の
「
凍

結
」
解
除
は
不
要
不
急
の
大

型
公
共
事
業
の
復
活
で
あ
り

撤
回
を
。
市
長
の
見
解
は
。

　

市
長　

南
海
地
震
、
東
南

海
地
震
等
の
発
生
で
中
核
と

な
る
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
代
わ
る
も
の
を

造
る
べ
き
と
促
進
し
て
き
た
。

　

❷
市
北
部
を
通
る
新
名
神

城
陽
八
幡
間
に
つ
い
て
、
防

音
壁
の
設
置
や
、
調
整
池
の

整
備
な
ど
が
必
要
。
住
民
と

丁
寧
な
協
議
を
行
い
誠
実
に

対
応
す
る
よ
う
、
政
府
と
ネ

ク
ス
コ
西
日
本
へ
申
し
入
れ

を
。
全
線
開
通
に
伴
う
環
境

影
響
調
査
を
行
う
べ
き
。

　

建
設
部
長　

防
音
壁
な
ど

必
要
な
環
境
対
策
は
ネ
ク
ス

コ
に
要
請
し
て
い
る
。
ネ
ク

ス
コ
と
は
協
議
調
整
す
る
場

を
設
け
、
連
携
し
事
業
に
あ

た
っ
て
い
る
。
環
境
影
響
調

査
は
近
隣
市
町
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　

❸
木
津
川
の
通
称「
1
0
0

円
橋
」
の
通
行
無
料
化
の
取

り
組
み
を
求
め
る
。

　

建
設
部
長　

当
該
区
間
だ

け
無
料
に
す
る
合
理
的
根
拠

は
な
く
で
き
な
い
。

　

❹
大
雨
被
害
の
状
況
は
。

　

危
機
管
理
監　

主
な
被
害

は
大
住
小
前
道
路
の
陥
没
、

普
賢
寺
小
付
近
の
冠
水
、
松

井
区
の
床
下
浸
水
な
ど
。

　

❺
被
害
を
受
け
た
住
民
へ

の
支
援
を
。
今
後
、
被
害
防

止
の
住
宅
改
修
な
ど
へ
の
支

援
制
度
の
創
設
を
。

　

市
長　

今
後
に
つ
い
て

は
、
実
態
や
他
市
な
ど
の
制

度
に
つ
い
て
精
査
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

❻
松
井
地
域
の
増
水
の
原

因
と
今
後
の
防
止
策
は
。
吉

原
川
下
流
部
の
し
ゅ
ん
せ
つ

を
。

　

建
設
部
長　

集
落
内
の
浸

水
被
害
の
主
な
原
因
は
、
吉

原
川
と
防
賀
川
と
の
合
流
部

が
未
改
修
で
あ
る
こ
と
。
府

が
合
流
部
周
辺
を
整
備
す
る

予
定
で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

吉
原
川
を
整
備
し
、
治
水
機

能
の
向
上
を
図
る
。
吉
原
川

現
地
を
確
認
し
地
元
と
相
談

し
災
害
に
備
え
て
い
く
。

　

❼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

新
設
の
見
通
し
と
進
捗
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

な
る
べ

く
早
期
に
と
考
え
て
い
る
。

青 

木 

綱
次
郎  

議
員
（ 

共
産
党 

）
　　　吉原川と防賀川の合流部

脱
原
発
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
を

国
の
結
果
を
踏
ま
え
対
応

問

答

い
じ
め
を
解
決
す
る
対
策
は

関
係
機
関
と
連
携
と
る

問

答

豪雨増水の対策は

合流部未改修の整備答

問 松 井
地 域
吉原川
防賀川


